
◇
公
立
小
・
中
学
校
職
員
服
務
規
程
（
参
考
例
） 

 

こ
の
参
考
例
は
、
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
、
旧
・
公
立
小
・
中
学
校
職
員
服
務
規
程
準
則
が
廃
止
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
以
降
の
法
令
等
の
改
正
を
踏
ま
え
て
加
除
修
正
を
行
い
、
公
立
小
・
中
学
校
職
員
服
務
規
程
（
参
考

例
）
と
し
て
示
す
も
の
で
あ
る
。 

○
○
市
（
町
村
）
教
育
委
員
会
規
則
第 

 

号 

 
 
 

○
○
市
（
町
村
）
立
小
・
中
学
校
職
員
服
務
規
程 

 

○
○
市
（
町
村
）
立
小
・
中
学
校
管
理
規
則
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
○
○
市
（
町
村
）
立
小
・
中
学
校
職
員
服

務
規
程
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 

（
こ
の
規
程
の
趣
旨
） 

第 

一
条 

こ
の
規
程
は
、
○
○
市
（
町
村
）
立
小
・
中
学
校
管
理
規
則
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
職
員
の
服 

 
 
 
 

務
に
つ
い
て
規
定
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第 

二
条 

こ
の
規
程
で
「
学
校
職
員
」
（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。）
と
は
、
○
○
市
（
町
村
）
立
小
・
中
学
校
の
校
長
、 

 
 
 
 

教
頭
、
主
幹
教
諭
、
教
諭
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
助
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、
講
師
（
非
常
勤
の
者
を
含
む
。）、 

 
 
 
 

栄
養
主
査
、
栄
養
主
任
、
栄
養
技
師
、
事
務
主
幹
、
事
務
主
査
、
事
務
主
任
、
事
務
主
事
、
主
任
専
門
員
及
び
専 

 
 
 
 

門
員
を
い
う
。 

 
 

 
  

た
だ
し
、
学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
共
同
調
理
場
に
置
か
れ
る 

 
 
 
 

栄
養
主
査
、
栄
養
主
任
、
栄
養
技
師
、
主
任
専
門
員
及
び
専
門
員
を
除
く
。 

 

（
適
用
範
囲
） 

第 

三
条 

職
員
の
服
務
に
関
し
て
は
、
法
令
、
条
例
等
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

（
赴
任
） 

第 

四
条 

職
員
は
、
新
た
に
採
用
さ
れ
、
又
は
転
勤
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
辞
令
又
は
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
七
日
以 

 
 
 
 

内
に
赴
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

２  

職
員
が
赴
任
し
た
と
き
は
、
別
表
第
一
に
よ
る
着
任
届
を
も
つ
て
、
速
や
か
に
、
校
長
に
あ
つ
て
は
、
教
育
委 

 
 
 
 

員
会
に
、
そ
の
他
の
職
員
に
あ
つ
て
は
校
長
に
そ
れ
ぞ
れ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

３  

や
む
を
え
な
い
事
情
の
た
め
、
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
赴
任
で
き
な
い
場
合
は
、
別
表
第
一
の
二
に
よ 

 
 
 
 

る
赴
任
延
期
願
を
も
つ
て
、
校
長
に
あ
つ
て
は
教
育
長
に
、
そ
の
他
の
職
員
に
あ
つ
て
は
校
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
願 

 
 
 
 

い
出
て
そ
の
承
認
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
服
務
の
宣
誓
） 

第 

五
条 

職
員
は
赴
任
後
、
七
日
以
内
に
、
○
○
市
（
町
村
）
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
服
務
の
宣
誓
を
し
な
け 

 
 
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
履
歴
書
の
提
出
） 

第 

六
条 

職
員
は
、
赴
任
後
七
日
以
内
に
、
所
定
の
履
歴
書
を
作
成
し
て
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
出
勤
） 

第 

七
条 

職
員
は
、
校
長
の
定
め
る
執
務
開
始
時
刻
ま
で
に
出
勤
し
、
た
だ
ち
に
所
定
の
出
勤
簿
に
自
ら
捺
印
し
な
け
れ 

 
 
 
 

ば
な
ら
な
い
。 

 
 

２  

職
員
の
出
張
、 

研
修
、
休
暇
、
欠
勤
、
遅
刻
又
は
早
退
等
の
場
合
は
、
校
長
又
は
校
長
の
あ
ら
か
じ
め
指
定
す 

 
 
 
 

る
職
員
が
、
そ
の
旨
を
出
勤
簿
に
記
載
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 
 

３ 

出
勤
簿
の
様
式
は
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。 

 

（
出
校
時
刻
及
び
退
校
時
刻
の
記
録
） 

第 

七
条
の
二 
職
員
（
勤
務
管
理
シ
ス
テ
ム
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供 

 
 
 
 

さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）
に
よ
り
職
員
の
出
勤
及
び
退
勤
の
状
況
を
記
録
し
、
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
以 

 
 
 
 

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
を
使
用
し
て
い
る
勤
務
場
所
に
勤
務
す
る
職
員
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。） 

 
 
 
 

は
、
勤
務
の
た
め
に
出
校
し
た
と
き
は
、
そ
の
時
刻
を
勤
務
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
自
ら
記
録
し
な
け
れ
ば
な 

 
 
 
 

ら
な
い
。 

 
 

２ 

職
員
は
、
退
校
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
時
刻
を
勤
務
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
自
ら
記
録
し
な
け
れ
ば
な 

 
 
 
 

ら
な
い
。 

 

（
職
務
専
念
） 

第 

八
条 

職
員
は
、
法
律
又
は
条
例
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
そ
の
勤
務
時
間
及
び
職
務
上
の
注
意
力
の
す 

 
 
 
 

べ
て
を
、
そ
の
職
責
遂
行
の
た
め
に
の
み
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

２  

職
員
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
校
長
の
許
可
が
な
け
れ
ば
職
務
の
場
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な 

 
 
 
 

い
。 

 
 

３  

職
員
は
、
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
○
○
年
○
○
市
（
町
村
）
条
例
第
○
○
号
） 

 
 
 
 

に
基
づ
き
、
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
表
第
一
の
三
に 

 
 
 
 

よ
る
職
務
専
念
義
務
免
除
願
を
も
つ
て
教
育
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
退
校
） 

第 

九
条 

職
員
は
、
退
校
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
所
管
す
る
施
設
、
設
備
、
文
書
、
そ
の
他
の
物
品
、
金
銭
等
を 

 
 
 
 

遺
漏
な
く
収
置
し
、
こ
れ
ら
の
保
全
管
理
の
措
置
を
、
十
分
に
講
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
休
暇
） 

第 

十
条 

職
員
が
、
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
。
以
下
「
条 

 
 
 
 

例
」
と
い
う
。）
第
十
三
条
に
規
定
す
る
年
次
休
暇
又
は
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平 

 
 
 
 

成
七
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
。
以
下
「
勤
務
時
間
等
規
則
」
と
い
う
。）
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号 

 
 
 
 

本
文
に
規
定
す
る
休
暇
（
以
下
「
産
前
産
後
の
休
暇
」
と
い
う
。）
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
校
長
に
あ
つ 

 
 
 
 

て
は
、
年
次
休
暇
に
つ
い
て
は
別
表
第
二
の
二
に
よ
る
休
暇
届
簿
を
も
つ
て
、
産
前
産
後
休
暇
に
つ
い
て
は
別 

 
 
 
 

表
第
二
に
よ
る
休
暇
届
を
も
つ
て
教
育
長
に
、
そ
の
他
の
職
員
に
あ
つ
て
は
、
年
次
休
暇
に
つ
い
て
は
別
表
第 

 
 
 
 

二
の
三
に
よ
る
休
暇
届
簿
、
産
前
産
後
の
休
暇
に
つ
い
て
は
別
表
第
二
に
よ
る
休
暇
届
を
も
つ
て
校
長
に
、
そ 

 
 
 
 

れ
ぞ
れ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

２  

職
員
が
、
条
例
第
十
五
条
に
規
定
す
る
特
別
休
暇
（
勤
務
時
間
等
規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
本
文
に
規
定 

 
 
 
 

す
る
休
暇
を
除
く
。）
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
表
第
二
の
四
に
よ
る
休
暇
願
を
も
つ
て
、
校
長
に
あ
つ 

 
 
 
 

て
は
教
育
長
に
、
そ
の
他
の
職
員
に
あ
つ
て
は
校
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
勤 

 
 
 
 

務
校
内
に
お
い
て
全
血
献
血
を
す
る
た
め
勤
務
時
間
等
規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
二
十
一
号
に
規
定
す
る
休
暇 

 
 
 
 

を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
口
頭
に
よ
り
願
い
出
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

３  

職
員
が
、
条
例
及
び
勤
務
時
間
等
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
、
病
気
休
暇
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
病
気
休 

 
 
 
 

暇
簿
（
別
表
第
二
の
七
）
を
も
つ
て
、
校
長
に
あ
つ
て
は
教
育
長
に
、
そ
の
他
の
職
員
に
あ
つ
て
は
校
長
に
、
そ 

 
 
 
 

れ
ぞ
れ
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 
 

４  

職
員
が
、
次
に
掲
げ
る
病
気
休
暇
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
願
出
の
際
、
医 

 
 
 
 

師
の
証
明
書
そ
の
他
勤
務
し
な
い
事
由
を
十
分
に
明
ら
か
に
す
る
証
明
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 

一  
連
続
す
る
八
日
以
上
の
期
間
の
病
気
休
暇
（
当
該
期
間
に
お
け
る
週
休
日
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
全
指
定 

 
 
 
 
 

日
（
勤
務
時
間
等
規
則
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
全
指
定
日
を
い
う
。）、
学
校
職 

 
 
 
 
 

員
の
休
日
及
び
学
校
職
員
の
休
日
の
代
休
日
以
外
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
要
勤
務
日
」
と
い
う
。
） 

 
 
 
 
 

の
日
数
が
三
日
以
下
で
あ
る
も
の
を
除
く
。） 

 
 
 

二  

請
求
に
係
る
病
気
休
暇
の
期
間
の
初
日
前
一
月
間
に
お
け
る
病
気
休
暇
を
使
用
し
た
日
（
要
勤
務
日
に
病
気 

 
 
 
 
 

休
暇
を
使
用
し
た
日
に
限
る
。）
の
日
数
が
通
算
し
て
五
日
以
上
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
請
求
に
係
る
病 

 
 
 
 
 

気
休
暇 

 
 

５  

職
員
が
、
勤
務
時
間
等
規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
休
暇
を
受
け
よ
う
と
す
る
と 

 
 
 
 

き
は
、
第
二
項
に
よ
る
願
い
出
の
際
、
母
子
健
康
手
帳
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

６  

職
員
が
、
勤
務
時
間
等
規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
休
暇
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
二 

 
 
 
 

項
に
よ
る
願
い
出
の
際
、
別
表
二
の
五
に
よ
る
要
介
護
者
の
状
態
等
申
出
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

７  

職
員
が
、
勤
務
時
間
等
規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
休
暇
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、 

 
 
 
 

第
二
項
に
よ
る
願
い
出
の
際
、
別
表
第
二
の
六
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
計
画
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な 

 
 
 
 

い
。 

 
 

８  

職
員
が
、
条
例
第
十
六
条
に
規
定
す
る
組
合
休
暇
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
表
第
三
に
よ
る
休
暇
願
を 

 
 
 
 

も
つ
て
校
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

９  

職
員
が
、
条
例
第
十
七
条
に
規
定
す
る
介
護
休
暇
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
表
第
三
の
二
に
よ
る
介
護 

 
 
 
 

休
暇
簿
を
も
つ
て
、
校
長
に
あ
つ
て
は
教
育
長
に
、
そ
の
他
の
職
員
に
あ
つ
て
は
校
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
願
い
出
な 

 
 
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

１
０ 

職
員
が
、
条
例
第
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
介
護
時
間
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
表
第
三
の
三
に
よ
る 

 
 
 
 

介
護
時
間
簿
を
も
つ
て
、
校
長
に
あ
つ
て
は
教
育
長
に
、
そ
の
他
の
職
員
に
あ
つ
て
は
校
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
願
い 

 
 
 
 

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
欠
勤
） 

第 

十
一
条 

職
員
は
、
や
む
を
え
な
い
事
由
の
た
め
、
欠
勤
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
表
第
四
に
よ
る
欠
勤
届
を
も
つ 

 
 
 
 
 

て
、
あ
ら
か
じ
め
、
校
長
に
あ
つ
て
は
教
育
長
に
、
そ
の
他
の
職
員
に
あ
つ
て
は
校
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
届
け
出 

 
 
 
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
願
出
、
届
出
の
特
例
） 

第 

十
二
条 

前
二
条
に
規
定
す
る
願
出
又
は
届
出
が
、
病
気
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
え
な
い
事
情
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め 

 
 
 
 
 

願
出
又
は
届
出
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
と
り
あ
え
ず
適
宜
の
方
法
で
連
絡
の
上
、
事
後
速
や
か
に
書
類
を 

 
 
 
 
 

も
つ
て
願
出
又
は
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
事
務
の
連
絡
、
引
継
） 

第 

十
三
条 

職
員
は
、
出
張
、
研
修
、
休
暇
、
欠
勤
、
遅
刻
又
は
早
退
等
に
よ
つ
て
、
通
常
の
勤
務
を
し
な
い
と
き
は
、 

 
 
 
 
 

そ
の
期
間
、
職
務
の
渋
滞
又
は
支
障
を
き
た
さ
な
い
た
め
、
担
当
す
る
授
業
そ
の
他
の
事
務
の
う
ち
、
必
要
と 

 
 
 
 
 

認
め
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
校
長
に
あ
つ
て
は
教
頭
に
、
そ
の
他
の
職
員
に
あ
つ
て
は
校
長 

 
 
 
 
 

又
は
校
長
の
指
名
し
た
職
員
に
連
絡
し
、
若
し
く
は
引
継
い
で
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
休
職
） 



第 
十
四
条 

職
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
休
職
を
願
い
出
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別 

 
 
 
 
 

表
第
五
に
よ
る
休
職
願
を
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

一 

心
身
の
故
障
の
た
め
、
長
期
の
休
養
を
要
す
る
場
合 

 
 
 
 

 

二  
学
校
、
研
究
所
、
病
院
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
公
共
的
施
設
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
の
職
務
に
関
連 

 
 
 
 
 
 
 

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
学
術
に
関
す
る
事
項
の
調
査
、
研
究
又
は
指
導
に
従
事
す
る
場
合 

 
 

２  

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
第
一
号
の
規
定
に
該
当
し
休
職
を
願
い
出
よ
う
と
す
る
職
員
は
、
休
職
願
に
埼 

 
 
 
 

玉
県
教
育
委
員
会
の
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
一
人
以
上
の
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
復
職
） 

第 

十
五
条 

職
員
は
、
休
職
の
事
由
が
や
ん
だ
と
き
は
、
速
や
か
に
別
表
第
六
に
よ
る
復
職
願
を
教
育
委
員
会
に
提
出
し 

 
 
 
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

２  

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
心
身
の
故
障
の
た
め
休
職
と
な
つ
た
職
員
は
、
復
職
願
に
埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
あ 

 
 
 
 

ら
か
じ
め
指
定
す
る
一
人
以
上
の
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
病
状
報
告
） 

第 

十
六
条 

職
員
は
、
心
身
の
故
障
の
た
め
、
休
職
と
な
つ
た
と
き
は
、
三
月
毎
に
医
師
の
診
断
書
を
添
え
て
、
病
状
を 

 
 
 
 
 

教
育
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
育
児
休
業
等
） 

第 

十
六
条
の
二 

職
員
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休 

 
 
 
 

業
法
」
と
い
う
。）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
原
則
と
し
て 

 
 
 
 

育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
期
間
の
始
ま
る
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
育
児
休
業
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ 

 
 
 
 

り
育
児
休
業
の
期
間
の
延
長
の
承
認
を
う
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
原
則
と
し
て
現
に
承
認
を
受
け
て
い
る
育
児 

 
 
 
 

休
業
の
期
間
の
満
了
す
る
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
別
表
第
六
の
二
に
よ
る
育
児
休
業
承
認
請
求
書
を
も
つ
て
教 

 
 
 
 

育
委
員
会
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

２  

職
員
は
、
育
児
休
業
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
又 

 
 
 
 

は
、
育
児
休
業
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
の
延
長
を
受
け
よ
う
と
す
る
と 

 
 
 
 

き
は
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
。
以
下
「
育
児
休
業
条
例
」
と
い 

 
 
 
 

う
。）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
別
表
第
六
の
三
に
よ
る
育
児
短
時
間
勤
務
承
認
請
求
書
を
も
つ
て
教
育
委
員
会 

 
 
 
 

に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

３  

職
員
は
、
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別 

 
 
 
 

表
第
六
の
四
に
よ
る
部
分
休
業
承
認
請
求
書
を
も
つ
て
教
育
委
員
会
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

４  

職
員
は
、
育
児
休
業
条
例
第
三
条
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
再
度
の
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら 

 
 
 
 

か
じ
め
別
表
第
六
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
計
画
書
を
育
児
休
業
請
求
書
と
と
も
に
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な
け 

 
 
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

５  

職
員
は
、
育
児
休
業
条
例
第
十
一
条
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
再
度
の
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
よ
う
と
す
る
と
き 

 
 
 
 

は
、
あ
ら
か
じ
め
別
表
第
六
の
五
に
よ
る
育
児
休
業
等
計
画
書
を
育
児
短
時
間
勤
務
承
認
請
求
書
と
と
も
に
教 

 
 
 
 

育
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

６  

職
員
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
請
求
に
係
り
、
教
育
委
員
会
の
指
示
が
あ
つ
た
場
合
は
、
当
該
請
求
の 

 
 
 
 

事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第 

十
六
条
の
三 

育
児
休
業
、
育
児
短
時
間
勤
務
又
は
部
分
休
業
（
以
下
「
育
児
休
業
等
」
と
い
う
。）
を
し
て
い
る
職
員 



 
 
 
 

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
別
表
第
六
の
六
に
よ
る
育
児
休
業
等
変
更
届
を
も
つ
て
、
遅
滞
な
く
教
育 

 
 
 
 

委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 

一 
産
前
の
休
業
を
始
め
た
場
合 

 
 
 

二 

出
産
し
た
場
合 

 
 
 

三 

育
児
休
業
等
に
係
る
子
が
死
亡
し
た
場
合 

 
 
 

四 

育
児
休
業
等
に
係
る
子
が
当
該
職
員
の
子
で
な
く
な
つ
た
場
合 

 
 
 

五 

育
児
休
業
等
に
係
る
子
を
養
育
し
な
く
な
つ
た
場
合 

 
 

（
育
児
又
は
介
護
を
行
う
職
員
の
深
夜
勤
務
及
び
時
間
外
勤
務
の
制
限
の
請
求
） 

第 

十
六
条
の
四 

職
員
は
、
条
例
第
九
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
基
づ 

 
 
 
 

き
、
深
夜
勤
務
の
制
限
に
関
す
る
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
請
求
を
す
る
一
の
期
間
（
六
月
以
内
の 

 
 
 
 

期
間
に
限
る
。）
に
つ
い
て
、
そ
の
初
日
（
以
下
「
深
夜
勤
務
制
限
開
始
日
」
と
い
う
。）
及
び
末
日
を
明
ら
か
に 

 
 
 
 

し
て
、
原
則
と
し
て
深
夜
勤
務
制
限
開
始
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
別
表
第
六
の
七
に
よ
る
深
夜
勤
務
制
限
請
求 

 
 
 
 

書
を
も
つ
て
校
長
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

２  

職
員
は
、
条
例
第
九
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に 

 
 
 
 

お
い
て
同
じ
。）
の
規
定
に
基
づ
き
、
時
間
外
勤
務
の
制
限
に
関
す
る
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
請 

 
 
 
 

求
を
す
る
一
の
期
間
に
つ
い
て
、
そ
の
初
日
（
以
下
「
時
間
外
勤
務
制
限
開
始
日
」
と
い
う
。）
及
び
期
間
（
一 

 
 
 
 

年
又
は
一
年
に
満
た
な
い
月
を
単
位
と
す
る
期
間
に
限
る
。）
を
明
ら
か
に
し
て
、
時
間
外
勤
務
制
限
開
始
日
の 

 
 
 
 

前
日
ま
で
に
、
別
表
第
六
の
七
に
よ
る
深
夜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
制
限
請
求
書
を
も
つ
て
校
長
に
請
求
し
な
け 

 
 
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
期
間
と
同
条
第
四 

 
 
 
 

項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
期 

 
 
 
 

間
と
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

３  

職
員
は
、
条
例
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
時
間
外
勤
務
の
制
限
に
関
す
る
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
と 

 
 
 
 

き
は
、
当
該
請
求
を
す
る
一
の
期
間
に
つ
い
て
、
時
間
外
勤
務
制
限
開
始
日
及
び
期
間
（
一
年
又
は
一
年
に
満
た 

 
 
 
 

な
い
月
を
単
位
と
す
る
期
間
に
限
る
。）
を
明
ら
か
に
し
て
、
時
間
外
勤
務
制
限
開
始
日
の
前
日
ま
で
に
、
別
表 

 
 
 
 

第
六
の
七
に
よ
る
深
夜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
制
限
請
求
書
を
も
つ
て
校
長
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ 

 
 
 
 

の
場
合
に
お
い
て
、
条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
期
間
と
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
請 

 
 
 
 

求
に
係
る
期
間
と
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
育
児
又
は
介
護
の
状
況
変
更
届
） 

第 

十
六
条
の
五 

前
条
第
一
項
の
請
求
を
し
た
職
員
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
は
、 

 
 
 
 

遅
滞
な
く
、
別
表
第
六
の
八
に
よ
る
育
児
又
は
介
護
の
状
況
変
更
届
を
も
つ
て
校
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら 

 
 
 
 

な
い
。 

 
 

 

一 

当
該
請
求
に
係
る
子
又
は
要
介
護
者
が
死
亡
し
た
場
合 

 
 
 

二  

当
該
請
求
に
係
る
子
が
離
縁
又
は
養
子
縁
組
の
取
消
等
に
よ
り
当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
子
で
な
く
な
つ 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

た
場
合
又
は
要
介
護
者
と
職
員
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
場
合 

 
 
 

三  

当
該
請
求
を
し
た
職
員
が
当
該
請
求
に
係
る
子
又
は
要
介
護
者
と
同
居
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合 

 
 
 

四  

当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
配
偶
者
で
当
該
請
求
に
係
る
子
の
親
で
あ
る
も
の
が
、
深
夜
に
お
い
て
常
態
と
し 

 
 
 
 
 

て
当
該
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
勤
務
時
間
等
規
則
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
該 

 
 
 
 
 

当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合 



 
 

２  

前
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
請
求
を
し
た
職
員
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
由
が
生
じ
た
場
合
に 

 
 
 
 

は
、
遅
滞
な
く
、
別
表
第
六
の
八
に
よ
る
育
児
又
は
介
護
の
状
況
変
更
届
を
も
つ
て
校
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば 

 
 
 
 

な
ら
な
い
。 

 
 

 

一 

当
該
請
求
に
係
る
子
又
は
要
介
護
者
が
死
亡
し
た
場
合 

 
 

 

二 
 

当
該
請
求
に
係
る
子
が
離
縁
又
は
養
子
縁
組
の
取
消
に
よ
り
当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
子
で
な
く
な
つ
た 

 
 
 
 
 

場
合
又
は
要
介
護
者
と
職
員
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
場
合 

 
 
 
 
 

三 
 

当
該
請
求
し
た
職
員
が
当
該
請
求
に
係
る
子
又
は
要
介
護
者
と
同
居
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合 

 
 

３  

前
条
第
三
項
の
請
求
を
し
た
職
員
は
、
次
の
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、 

 
 
 
 

別
表
第
六
の
八
に
よ
る
育
児
又
は
介
護
の
状
況
変
更
届
を
も
つ
て
校
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 

一 

当
該
請
求
に
係
る
子
が
死
亡
し
た
場
合 

 
 
 

二 
 

当
該
請
求
に
係
る
子
が
離
縁
又
は
養
子
縁
組
の
取
消
に
よ
り
当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
子
で
な
く
な
つ
た
場 

 
 
 
 
 

合 

 
 
 

三  

当
該
請
求
を
し
た
職
員
が
当
該
請
求
に
係
る
子
と
同
居
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合 

 

（
大
学
院
修
学
休
業
） 

第 

十
六
条
の
六 

教
諭
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
又
は
講
師
は
、
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
） 

 
 
 
 

第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
修
学
休
業
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
表
第
六
の
九 

 
 
 
 

に
よ
る
大
学
院
修
学
休
業
許
可
申
請
書
を
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

（
修
学
部
分
休
業
の
承
認
申
請
） 

第 

十
六
条
の
七 

職
員
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規 

 
 
 
 

定
に
よ
り
修
学
部
分
休
業
の
承
認
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
当
該
修
学
部
分
休
業
を
し 

 
 
 
 

よ
う
と
す
る
期
間
の
始
ま
る
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
修
学
部
分
休
業
承
認
申
請
書
（
別
表
第
六
の
十
）
を
教
育
委 

 
 
 
 

員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

２  

教
育
委
員
会
は
、
修
学
部
分
休
業
の
承
認
の
申
請
を
し
た
職
員
に
対
し
、
当
該
申
請
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め 

 
 
 
 

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
修
学
状
況
変
更
届
） 

第 

十
六
条
の
八 

修
学
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
は
、
当
該
修
学
部
分
休
業
に
係
る
教
育
施
設
の
課
程
を
退
学
し
、
又 

 
 
 
 

は
休
学
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
修
学
状
況
変
更
届
（
別
表
第
六
の
十
一
）
を
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ 

 
 
 
 

ば
な
ら
な
い
。 

 
 

２  

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
修
学
部
分
休
業
取
消
申
請
書
） 

第 

十
六
条
の
九 

修
学
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
は
、
現
に
承
認
を
受
け
て
い
る
修
学
部
分
休
業
の
期
間
の
一
部
に
つ 

 
 
 
 

い
て
取
消
し
を
申
請
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
修
学
部
分
休
業
取
消
申
請
書
（
別
表
第
六
の
十
二
）
を
教
育
委 

 
 
 
 

員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

（
自
己
啓
発
等
休
業
の
承
認
申
請
） 

第 

十
六
条
の
十 

職
員
は
、
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
十
号
。
以
下
こ 

 
 
 
 

の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
自
己
啓
発
等
休
業
条
例
」
と
い
う
。）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
自
己
啓
発
等
休
業
の 

 
 
 
 

承
認
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
原
則
と
し
て
当
該
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
期
間
の
始
ま
る 

 
 
 
 

日
の
一
月
前
ま
で
に
、
自
己
啓
発
等
休
業
条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
己
啓
発
等
休
業
の
期
間
の
延 



 
 
 
 

長
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
原
則
と
し
て
現
に
承
認
を
受
け
て
い
る
自
己
啓
発
等
休
業
の
期
間
の
満
了 

 
 
 
 

す
る
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
自
己
啓
発
等
休
業
承
認
申
請
書
（
別
表
第
六
の
十
三
）
を
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な 

 
 
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

２  

教
育
委
員
会
は
、
自
己
啓
発
等
休
業
の
承
認
の
申
請
を
し
た
職
員
に
対
し
、
当
該
申
請
の
内
容
を
確
認
す
る
た 

 
 
 
 

め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

（
自
己
啓
発
等
休
業
状
況
報
告
書
） 

第 

十
六
条
の
十
一 

職
員
は
、
自
己
啓
発
等
休
業
条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
等
課
程
の
履
修
又
は
国
際
貢 

 
 
 
 

献
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
自
己
啓
発
等
休
業
状
況
報
告
書
（
別
表
第
六
の
十
四
） 

 
 
 
 

を
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 
 

２  

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
報
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
配
偶
者
同
行
休
業
の
承
認
申
請
） 

第 

十
六
条
の
十
二 

職
員
は
、
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
七
号
。 

 
 
 
 

以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
配
偶
者
同
行
休
業
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
配
偶
者
同
行 

 
 
 
 

休
業
の
承
認
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
原
則
と
し
て
当
該
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
期
間
の 

 
 
 
 

始
ま
る
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
配
偶
者
同
行
休
業
条
例
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
配
偶
者
同
行
休
業
の
期 

 
 
 
 

間
の
延
長
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
原
則
と
し
て
現
に
承
認
を
受
け
て
い
る
配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間 

 
 
 
 

の
満
了
す
る
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
配
偶
者
同
行
休
業
承
認
申
請
書
（
別
表
第
六
の
十
五
）
を
教
育
委
員
会
に
提 

 
 
 
 

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
配
偶
者
同
行
休
業
状
況
報
告
書
） 

第 

十
六
条
の
十
三 

職
員
は
、
配
偶
者
同
行
休
業
条
例
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
配
偶
者
同
行
休
業
に
係
る
状
況 

 
 
 
 

に
つ
い
て
報
告
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
配
偶
者
同
行
休
業
状
況
報
告
書
（
別
表
第
六
の
十
六
）
を
教
育
委
員
会 

 
 
 
 

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
研
修
） 

第 

十
七
条 

職
員
は
、
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務 

 
 
 
 

場
所
を
離
れ
て
研
修
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
別
表
第
七
に
よ
る
研
修
承
認
願
を
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受 

 
 
 
 

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

２  

校
長
は
、
そ
の
承
認
を
行
う
場
合
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
職
員
に
対
し
研
修
の
内
容
が
確
認
で
き 

 
 
 
 

る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

３  

第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
職
員
は
、
研
修
が
終
了
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
別
表
第
七
の
二
に
よ
る
研
修
報
告 

 
 
 
 

書
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
復
命
） 

第 

十
八
条 

職
員
は
、
出
張
用
務
を
終
え
て
帰
着
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
校
長
に
復
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
氏
名
、
住
所
等
の
変
更
） 

第 

十
九
条 

職
員
は
、
氏
名
、
住
所
等
を
変
更
し
た
と
き
は
、
別
表
第
八
の
氏
名
（
住
所
） 

変
更
届
を
も
つ
て
、
速
や
か 

 
 
 
 

に
教
育
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
兼
職
及
び
他
の
事
業
等
へ
の
従
事
等
） 

第 

二
十
条 

職
員
は
、
教
育
に
関
す
る
他
の
職
を
兼
ね
、
若
し
く
は
教
育
に
関
す
る
他
の
事
業
若
し
く
は
事
務
に
従
事
し
、 

 
 
 
 

又
は
営
利
企
業
に
従
事
等
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
表
第
九
に
よ
る
承
認
（
許
可
）
願
を
も
つ
て
教
育
委
員
会 



 
 
 
 

に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

２  
校
長
は
、
前
項
の
承
認
（
許
可
）
願
に
別
表
第
九
の
二
に
よ
る
副
申
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
専
従
許
可
） 

第 

二
十
一
条 
職
員
は
、
登
録
を
受
け
た
職
員
団
体
の
役
員
と
し
て
当
該
職
員
団
体
の
業
務
に
も
つ
ぱ
ら
従
事
す
る
た
め
、 

 
 
 
 

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ 

 
 
 
 

る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
表
第
十
及
び
第
十
の
二
に
よ
る
専
従
許
可
願
を
教
育
委
員
会
に
提
出 

 
 
 
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

２  

前
項
の
許
可
を
受
け
た
職
員
は
、
地
方
公
務
員
法
第
五
十
五
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
事
由
が
生
じ
た
場
合 

 
 
 
 

は
、
そ
の
旨
を
速
や
か
に
書
面
で
教
育
委
員
会
及
び
埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
退
職
願
） 

第 

二
十
二
条 

職
員
は
、
退
職
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
退
職
を
希
望
す
る
日
の
三
週
間
前
ま
で
に
、
退
職 

 
 
 
 

願
（
別
表
第
十
一
）
を
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
校
務
報
告
） 

第 

二
十
三
条 

校
長
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

一 

学
校
に
お
い
て
、
災
害
そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
た
と
き
。 

 
 

 

二 

児
童
、
生
徒
の
出
席
調
査
表
（
毎
学
期
末
） 

 
 
 

三 

職
員
出
勤
簿
統
計
表
（
毎
学
期
末
） 

 
 
 

四 
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
に
よ 

 
 
 
 
 

つ
て
、
職
員
が
出
勤
で
き
な
く
な
つ
た
と
き
。 

 
 
 

五  

職
員
が
刑
事
事
件
に
関
連
し
て
、
起
訴
さ
れ
た
と
き
又
は
休
職
さ
れ
た
も
の
が
不
起
訴
と
な
り
、
も
し
く
は 

 
 
 
 
 

裁
判
が
確
定
し
た
と
き
。 

 
 
 

六 

休
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
が
期
間
満
了
し
た
と
き
。 

 
 
 

七  

職
員
で
、
病
気
休
暇
又
は
欠
勤
が
引
き
続
き
一
月
を
超
え
る
と
き
。 

 
 

 

八 

職
員
で
、
病
気
休
暇
が
引
き
続
き
九
十
日
を
超
え
る
と
き
。 

 
 

 

九  

職
員
で
、
産
前
の
休
暇
を
受
け
又
は
出
産
し
、
も
し
く
は
産
後
の
休
養
を
終
え
て
出
勤
す
る
に
至
つ
た
と
き
。 

 
 
 

十 

職
員
が
死
亡
し
た
と
き
。 

 
 
 

十
一 

職
員
の
赴
任
が
、
十
日
以
上
延
期
さ
れ
た
と
き
。 

 
 
 

十
二 

職
員
に
事
故
が
発
生
し
た
と
き
。 

 

（
書
類
の
経
由
及
び
副
申
） 

第 

二
十
四
条 

職
員
が
、
委
員
会
に
提
出
す
る
書
類
は
、
す
べ
て
校
長
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

２  

所
属
職
員
が
委
員
会
に
提
出
す
る
書
類
に
は
、
校
長
は
、
必
要
に
応
じ
、
副
申
し
て
進
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

 
 
 
 

い
。 

 

（
委
任
） 

第 

二
十
五
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
定
め
る
。 

 
 

附 

則
（
略
） 


